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「かぐや」衛星科学成果のハイライト　ー宇宙プラズマ分野ー

Highlights of Scientific Results obtained by KAGUYA -Space Plasma Physics -
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MAP-LMAG Team[9]; Ichiro Yoshikawa SELENE UPI Team[9]; Takeshi Takashima KAGUYA CPS Team[9]
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　１９６０年代から１９７０年代にかけて、月周辺の空間は人工衛星に搭載されたプラズマ関連観測装置によって直接
探査が行われた。しかしながらその後は月を訪れた周回衛星の殆どは、月表面のイメージングを主目的としており、１９
９８年に米国が打ち上げたルナプロスペクタに搭載された磁力計と低エネルギー電子の観測装置によって得られたデータ
や、他のいくつかの衛星が月フライバイの際に観測した僅かなデータを除いては、ここ数１０年にわたって月周辺プラズ
マに関する新しい直接観測データは得られていなかった。この間、プラズマ関連観測装置の性能は飛躍的に向上し再び月
周回軌道で観測を行うことで新しい観測結果の得られる事が期待されるに至った。「かぐや」にはプラズマ分野にかかわる
観測装置として、LRS(月レーダーサウンダー：Lunar Rader Sounder), UPI(プラズマイメージャー：Upper-atmosphere and
Plasma Imager), CPS(粒子線計測器：Charged Particle Spectrometer), MAP(MAgneticfield and Plasma experiment)-LMAG(月
磁場観測装置：Lunar MAGnetometer), MAP-PACE(プラズマ観測装置：Plasma energy Angle and Composition Experimet)
が搭載されている。これらの観測装置の多くは固体月科学にかかわる観測も同時に行うが本講演では、特にこれまでに
得られたプラズマ関連の科学成果について報告する。


